
教育委員会定例会日程 

平成２５年９月２０日 

１ 開 会 

２ 前回会議録の承認 

３ 会議録署名委員の決定

４ 報告事項 

（１）史跡小田原城跡御用米曲輪北東土塁の植栽管理の実施説明会の結果について

                        （資料１ 文化財課）

（２）（財）小田原市学校建設公社経営状況の報告について  （資料２ 教育総務課）

５ 議事 

 日程第１

議案第２１号

   教育委員会委員長の選挙について             （教育総務課） 

日程第２

議案第２２号

   教育委員会委員長職務代理者の指定について        （教育総務課）

 日程第３

  議案第２３号

   教育委員会教育長の任命について              （教育総務課）

６ その他

７ 閉 会 



史跡小田原城跡御用米曲輪北東土塁の植栽管理の実施説明会の結果について

１ 現地説明会  

(1) 日 時  （１回目）平成２５年８月４日（日）１６：００～１７：００ 

（２回目）平成２５年８月９日（金）１６：００～１７：００ 

  (2) 場 所  史跡小田原城跡御用米曲輪

 (3) 参加者  （１回目）市民参加者１４名・植栽専門部会員

（２回目）市民参加者１３名・植栽専門部会員

(4) 説明内容 

御用米曲輪の現場において、北東土塁の樹木の状況を公開し、その植栽管理について、伐採や

剪定
せんてい

等の内容を具体的に説明、質疑応答

２ 市民説明会 

(1) 日 時  平成２５年８月９日（金）１９：００～２１：００

(2) 場 所  小田原市役所大会議室（７階）

(3) 参加者   市民参加者２８名・植栽専門部会員

(4) 説明内容 

御用米曲輪北東土塁の植栽管理の実施の概要及び実施計画の基本方針、そして、平成２５年度

の実施内容（第１段階実施計画）について、資料及びパワーポイント画面に基づき説明、質疑応

答

(5) 主な質問・意見 

（実施計画に関わるもの）

・今回の計画は８本切るということだが、当初の１５本を切る案は撤回したのか。

・この実施計画は既に決まっていて、修正の余地はないのか。

・緑を大事にして欲しいと思っている人は大勢いるので、これ以上は切らないで欲しい。遺跡偏重

にならないで欲しい。

・８本伐採する実施案には賛成である。植栽専門部会で決められたことは粛々と進めて欲しい。

→（回答）

今回８本の伐採を行った後は、その状況を検証した上でその後の対応を検討していくことと

している。実施計画は専門部会で検討を重ねた結果であり、このまま進める。緑も大切にする

が、一方で遺跡が損なわれることがないよう注意しながら見守り、次の手立てを考えていきた

い。

（その他の意見）

・遺構の重要性は理解できるが、もっと遺跡と市民の生活とを調和させるべきである。

・以前、図書館の前の樹木やお堀のツツジを、市が一方的に伐採してしまった。見慣れた緑がこん

なに切られていくのは信じられない。

・公園と史跡のウエイトを明らかにし、公園の緑をどのようにしていくのか示すべきだ。

・こうした説明会には賛成者は来ないが、背後にはサイレントマジョリティーが存在することを市

は認識して欲しい。

資料１



史跡小田原城跡御用米曲輪 北東土塁の植栽管理の実施について 

１ 概要 

 ・小田原市では、平成２３年度より史跡小田原城跡御用
ごよ う

米曲
まいくる

輪
わ

（旧城内臨時駐車場）の

史跡整備事業を継続して実施しています。 

・この御用米曲輪の北東土塁部分には、江戸時代に大きな蔵が建てられていましたが、

現在多くの樹木群があるため、遺構を保護し、樹木を活かす方法が課題となっていま

した。 

・このため、史跡小田原城跡調査・整備委員会植栽専門部会で「史跡と緑の共生」を目

指した議論を継続して行い、今回、御用米曲輪北東土塁の植栽管理の基本方針と、平

成２５年度に行う第１段階実施計画がまとめられました。 

２ 基本方針 

 ・「史跡と緑の共生」を実現するため、次のような方針をもとに実施計画を策定しました。 

（１）遺構の保全を図り、北東土塁上とその周辺の植栽を健全で快適な環境となるよう

に改善し、継続した管理を行います。 

（２）クスノキの過密な生育環境を改善するとともに、根張りなどによる蔵や土塁など

の遺構への影響が軽減される状態にしていきます。 

（３）樹木群を一体的に考え、市街地に対する一定の遮蔽効果や緑の環境を整備してい

きます。 

（４）植栽管理を実施した５年後、１０年後のイメージを想定し、植栽全体としても、

史跡の遺構保全・史跡の景観としても現状より大幅に改善されるものとします。 

（５）景観の急激な変化には一定の配慮をし、樹木群について、よりよい緑の環境に生

まれ変わらせる方向性で実施し、その成果を随時検証して整備していきます。 

（６）早急に対策が必要な樹木について伐採や枝下しを行います。 

（７）植栽管理により創り出そうとする景観のイメージの周知に努めます。 

３ 平成２５年度の実施内容（第１段階実施計画） 

・北東土塁上のクスノキについて、蔵跡周辺にある、遺構への影響が大きいものや生育不

良のものを秋以降に８本伐採します。 

・その他のクスノキについては、全体を現在の４分の３程度の高さを成長の上限として、

樹木ごとの状況を考えながら概ね３分の２から２分の１程度の高さまで枝下ろしを行

います。 

・発掘調査成果に基づき、遺構への影響を配慮しながら、土塁北側法面の定められたゾー

ンにおいて、市街地の遮蔽
しゃへい

効果を確保するため、常緑樹などの補植を、伐採・枝下ろし

後の日照状況等を確認しながら行います。その際は、隣接する高等学校の教育活動や周

辺住民の生活に十分配慮し、低層部の遮蔽等について検討すると共に、細心の注意を払

い現場作業を実施していきます。 

・第１段階実施の効果や状況は、伐採等の作業後に開催する植栽専門部会において検証し

たうえで、今後の具体的な対応内容は改めて部会において検討していきます。 

実施説明会開催時配布資料

＜参考＞

































議案第２１号

   教育委員会委員長の選挙について           

 教育委員会委員長の選挙について、議決を求める。

  平成２５年９月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 前田 輝男 



 議案第２２号

教育委員会委員長職務代理者の指定について 

教育委員会委員長職務代理者の指定について、議決を求める。 

 平成２５年９月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 前田 輝男 



 議案第２３号

教育委員会教育長の任命について 

次の者を教育委員会教育長に任命することについて、小田原市教育委員会教育長

に対する事務委任等に関する規則第３条第２号の規定に基づき、議決を求める。 

小 田 原 市 成 田

栢   沼   行   雄

            昭 和 ２ １ 年 生

 平成２５年９月２０日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 前田 輝男 



履    歴    書

   本  籍  神奈川県

   現 住 所  小田原市成田

栢 沼 行 雄

昭 和 ２ １ 年  生

日 本 体 育 大 学 体 育 学 部 卒 業

昭和４４年 ４ 月  箱根町立箱根中学校教諭

昭和５０年 ４ 月  小田原市立国府津中学校教諭

昭和５８年 ４ 月  小田原市立鴨宮中学校教諭

昭和６０年 ４ 月  小田原市立城山中学校教諭

平成 ２ 年 ４ 月  神奈川県教育委員会指導主事

平成 ６ 年 ４ 月  小田原市立城南中学校教頭

平成 ９ 年 ４ 月  小田原市立城山中学校教頭

平成１０年 ４ 月  箱根町立仙石原中学校長

平成１３年 ４ 月  小田原市立白鷗中学校長

平成１６年 ４ 月  小田原市立白山中学校長

平成１９年 ３ 月  定年退職

平成１９年 ４ 月  神奈川県立総合教育センター教育指導専門員

平成２１年 ４ 月  日本体育大学非常勤講師  現在に至る

平成２３年 ４ 月  小田原市自治会総連合理事

平成２５年 ４ 月  小田原市自治会総連合副会長 現在に至る


